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T細胞分化・機能におけるシグナル伝達経路の解明

ルミノイメージアナライザー LAS4010（GEヘルスケア社製）

免疫細胞の中でもヘルパーT (Th) 細胞は、ナイーブ（抗原未感作）なTh細胞から様々なThサブセットへと分化することがで
き、それぞれのサブセットは生体内で異なる免疫機能を発揮するため、これらサブセットの分化機構を明らかにすることは、
免疫疾患の治療に重要である。今年度は、Thサブセットのうち、Tr1細胞におけるPI3K-Akt-mTORC1経路の関与を検討し
た。in vitroにおいて、このシグナル経路を阻害する薬剤を加えた場合と加えない場合の二通りで分化させ、このシグナル経
路に関与する分子に対する抗体、およびこれら分子のリン酸化を検出する抗体でウェスタンブロットを行い、ルミノイメージア
ナライザー LAS4010により検出し、この経路が分化を正に制御することを見出した。

平成　　２７年　　　４月　　　１日　〜　平成　　２８年　　　３月　　３１日

制御性Th細胞は過剰な免疫応答の抑制に関わる細胞であるため、この細胞の分化の制御機構を明らかにすることは、新規
抑制方法の確立につながると考えられる。
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